
愛知製鋼株式会社提案団体名：

○提案内容

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙３の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

１）通信
ネットワー
ク技術とセ
ンシング
技術

１．概要

スマートシティにおける自動運転を実現するための道路インフラとして、磁気マー

カーシステムを提案する。
・ 磁気マーカシステムとは、車線中央に磁石マーカ、車両に

磁気センサを設置し、マーカ信号から車両の絶対位置を

算出しステアリングを制御するシステム。

・ 他のセンサが不得意とする悪天候・積雪やトンネル内でも、

安定して自車の位置を特定することが可能である。

２．技術

(1) 高感度・高応答の磁気インピーダンス

センサを開発

(2) センサの超高感度を活かして、フェ

ライト樹脂磁石をマーカに採用可能と

なり、安価で施工容易なシステムを開

発

(3) 外乱磁場に埋もれたマーカ信号のみ検出す

る信号処理を開発
(4) 位置検出精度は±5mm以下

（実験室的には±1mm）

(5)磁気マーカに無給電タイプの無線IDタグ

を内蔵（世界初）。

車両へ、瞬時に位置情報その他を送信しま

す



 

aoyama@he.aichi-
steel.co.jp

連絡先（メール）部局名 担当者 連絡先（電話）

未来創生開発部
スマート交通システム開発室

主査　青山　均 052-603-9382

○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

（３）その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

解決する課題のイメージ
課題の
分類

（ア）交通・
モビリティ

単一のシステムであらゆる車両の位置特定が可能となり、ビッグデータ時代の道路イ
ンフラとして、100年後まで人々の暮らしの役に立つスマートシティの基盤が提供でき
る。

既に国交省道の駅プロジェクトを
初めとする各種プロジェクトで実
証実験が進んでおり、技術的な完
成は十分高い。

GPS 電波の届かない屋内駐車場でもバ
レーパーキングが容易になります。車両
は磁気マーカーの指定された ID ナンバ
ーをたどって移動します。

⑤地下駐車場でのバレーパーキング

①空港・港湾の無人搬送車
グリッド状にマーカーを配
置すれば、空港や港湾内
の AGV の自動運転が可
能です。

④高層ビル街での走行

GPS 衛星が補足できなかったり、マルチパス
が発生するビル街でも、磁気マーカーにより
正確な自車位置が特定でき ます

②専用レーンを走る
BRT
正着、すれ違いアシストから導
入 し、完全自動運転も容易です
。

⑦トンネル内や高架下
GPS 信号が取得できない屋根の下
でも、正確な自車
位置推定が可能です。

自車位置・方角が特定できてか
ら、その位置の 3D マップを取
得すれば、正確で軽量な地図
参照が可能です。

⑧3D マップ通信量の軽減

地下鉄や LRT も、
バス化により低コス
トが実現できます

③地下鉄・LRT

⑥積雪下・霧の中
白線読取りが不可能になる積雪や落ち
葉のある環境下でも、磁気マーカーな
ら確実に自車位置が特定できます。ま
たLidar が正確に動作しない霧のなか
でも自車位置が特定できます
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